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京丹波町役場
1．建物概要
主 要 用 途：庁舎（庁舎＋列柱廊＋防災備蓄倉庫＋災害備蓄倉庫）
階　　　数：地上2階
構　　　造：木造、RC造、一部S造
最 高 高 さ：約14.34m
延 床 面 積：5,227.77m2
建 築 面 積：3,089.39m2

2 ．敷地概要
所　在　地：京都府船井郡京丹波町蒲生蒲生野487番地1他
敷 地 面 積：18,822.75m2
用 途 地 域：都市計画区域　非線引き
防 火 地 域：22条区域
法定建蔽率：60％
法定容積率：200％

3 ．設備計画

概
　
　
　
要

撮影者：小川　重雄　氏

議会室 役場内 図書スペース
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Ⅰ　会長のご挨拶Ⅰ　会長のご挨拶

朝顔に つるべ取られて もらい水

一般社団法人　京都府空調衛生工業協会 　　　　　　　　
会　　　長 　石　倉　　　宏

　残暑お見舞い申し上げます。

　5月30日に開催されました第29回通常総会では全ての議案が可決承認され、新たな理事役

員体制でスタートを切りました。皆さまのご理解とご協力に心より感謝申し上げます。

　コロナ感染者が20万人を越え、流行「第7波」が本格化しピークは見通せない状況となっ

ています。政府は社会経済活動と感染拡大防止の両立を維持する基本方針を打ち出したもの

の個人の引き続きの責任ある行動が求められます。

　ロシアのウクライナ侵攻による原油や食料高騰は、建設産業界へも影響を及ぼし、木材や

鉄をはじめ資機材の価格高騰に歯止めがかかりません。大へん厳しい経営環境であります。

　その一方で、建設産業界の慢性的な担い手不足を解決しなければなりません。未来を担う

若者を空調衛生工事業へ迎えるには労働環境の改善が必須であります。毎年開催している官

庁との意見交換会の近畿地方整備局へは年収600万円を目標とした抜本的な労務単価の改正を、

そして京都府・京都市へは「週休2日」の実現のための工事着手前の施工図面作成期間を工

期に盛り込むなど「適正な工期の設定」を訴え続けてまいります。

　「朝顔に�つるべ取られて�もらい水」加賀千代女の句であります。朝早く起きて井戸まで

水を汲みに行くと朝顔のつるがつるべに巻ついていました。それをちぎって水を汲まずに近

所で水をもらいに行くという何とも優しさがにじみ出た句であります。こんな混沌とした世

界情勢だからこそ私たちは他
ひ

人
と

には優しく接したいものです。

　結びに協会の発展と調和を、そして業界の活性化を心に邁進してまいります。皆さまのご

支援とご協力を切にお願い申し上げます。

　外ではセミが人間社会の混沌をよそに元気よく合唱しています。

　シャン、シャン、シャーン…。どうぞご自愛くださいませ。
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1 ．第29回通常総会開催

事務局長�　北野　邦彦
　令和4年5月30日（月）にホテルオークラ京都において第29回の通常総会を開催致しました。
今回は新型コロナウイルス感染に対し、行政指導下において会場内での十分なコロナ感染対
策を実施しながら実施しました。
　総会での正会員の皆様や賛助会員も含めた懇親会での皆様のコロナ感染対策へのご協力の
おかげで、皆様へのコロナ感染も無く無事に開催できましたことに対し、会員、会場関係者
の皆様へ厚く御礼を申し上げます。

　今回の通常総会は委任状出席含み正会員59名（正会員総数65名）の出席で定款の定めると
ころにより第29回通常総会が成立し、議案は全て承認されました。新役員は本紙4項で紹介
しております。

　　 １．議事録署名人の選出
　　 2．令和3年度事業報告の件
　　 3．令和3年度決算報告の件（監査報告）
　　 4．令和4年度事業計画案の件
　　 5．令和4年度収支予算案の件
　　 6．役員選任の件
　　 7．定款の改訂の件
　　 8．簡易な字句の修正の権限の委任に関する件

　総会終了後、賛助会員の皆様にもご参加いただき、約80名の参加で懇親会を開催致しまし
た。石倉会長の挨拶の後、令和4年より新たに顧問に就任された𠮷井あきら氏（現参議院議員）
より挨拶と乾杯のご発声をいただきました。約2時間でしたが久し振りの懇親会でもあり、
会員間の交流をはかり賛助会員様の企業アピールもありました。また、トリオシャンテの演
奏を聴きながら歓談をしていただき盛会のうちに執り行われました。最後に相談役に就任さ
れた山本行雄氏の中締めで散会致しました。

Ⅱ　行　事　紹　介Ⅱ　行　事　紹　介

石倉会長挨拶 総会風景 石倉会長挨拶

山本新相談役挨拶懇親会風景𠮷井新顧問挨拶
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2 ．第74回　一般社団法人　日本空調衛生工事業協会　定時総会

事務局長�　北野　邦彦
　　 ● 開催日時:令和4年5月24日（火）
　　 ● 場　　所:帝国ホテル東京

　総会前に、オートディスク㈱技術営業部　羽山卓也氏、他2名による「設備BIMの現状と
その展望」について講演がありました。

　定時総会では、下記の議事は全て可決承認されました。

　　 １．令和3年度事業報告
　　 2．令和3年度会計決算報告
　　 3．令和4年度事業計画案
　　 4．令和4年度業界実践スローガン決議案
　　 5．令和4年度入会金及び会費分担額案
　　 6．令和4年度収支予算案
　　 7．第40期役員の選任について

　尚、当協会の石倉宏会長が引き続き理事に再任されました。

　総会終了後の懇親会では和やかな雰囲気のもとで行われ、令和4年度は、業界スローガン
を出席者全員で確認しスタートを切ることができました。

　令和4年9月21日（水）に2年間延期になっていました第27回全国会議を、（一社）北海道空調
衛生工事業協会が主管にて北海道旭川市で開催されます。この会議は業界が当面する課題に
ついて討議し情報交換することにより、共通の理解と認識を深め、結束して活動することを
目的に開催されます。

総会風景総会議長団

藤澤新会長挨拶長谷川会長挨拶
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3 ．令和4年度　業界実践スローガン決議案
　われわれ空調衛生工事業は、快適空間の創出と地球環境の保全を担う産業としての誇りを
持ち、優れた技術と品質の確保及び「顧客満足度の向上」を最大の目的として、市場環境変
化に対応する経営改革に取り組むとともに、空調衛生工事業界のプレゼンスを高めるため、
一致団結して次のスローガンの実践にあたろう。

以上決議する。

　令和4年5月24日

一般社団法人　日本空調衛生工事業協会
第　74　回　　　定　　時　　総　　会

１ ．省エネルギー及び省 CO2 に積極的に取り組み、脱炭素社会
（カーボンニュートラル）の実現と SDGs の達成に貢献しよう

2．法令の遵守と企業の社会的責任を果たす事業運営を徹底しよう

3．生産性の向上と適正な施工体制の確保に努めるとともに、未
来を担う多様な人材の確保・育成を図り、「働き方改革」を推
進しよう

4．空調衛生設備の独自性や重要性をアピールし、直接発注（分
離発注）等の適切な発注方式の推進と、許可業種区分「機械
設備一式工事」等の実現を目指そう
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1 ．役員一覧（令和4年度・5年度）
一般社団法人京都府空調衛生工業協会

（敬称略）

理事:16名（五十音順）

監事:3名（五十音順）

氏　名 所属企業名 備　考

石 倉 　 宏 三和管工㈱ 再　任

入 柿 勝 行 ㈱入柿水道 新　任

奥 村 賢 三 ㈲ミヅケン 再　任

小田切　　　太 三建設備工業㈱ 再　任

金 山 源 一 ㈲ジーエム工業 再　任

鎌 田 哲 也 三機工業㈱ 新　任

小 林 靖 生 ㈱ウォーターライン 再　任

佐々木　英　二 ㈱山本管工業 再　任

高 木 公 哉 ㈱高木設備 再　任

遠 山 　 弘 影近設備工業㈱ 再　任

豊 嶋 一 俊 ㈱トヨシマ 再　任

西 村 和 真 西村工業㈱ 新　任

拝 師 知 行 ㈱大同 再　任

八 木 啓 之 春日設備工業㈱ 再　任

安 田 浩 治 ㈱安田管工 再　任

山 口 正 宏 ㈱彩光 再　任

氏　名 所属企業名 備　考

榎 本 信 也 会員外 新　任

奥 村 昇 三 日本管工業㈱ 再　任

高 田 昌 英 ㈱池本工業所 再　任

Ⅲ　新　役　員　紹　介Ⅲ　新　役　員　紹　介
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2 ．令和4・5年度協会組織図

入 柿 勝 行
中 川 利 晴

小 田 切 太〃

高 田 昌 英

経営活性化委員会

顧 問

榎 本 信 也

𠮷　井　あきら

奥 村 昇 三

山 田 章 治

佐々木　英　二

小 林 靖 生
奥 村 賢 三

佐 田 　 勝

豊 嶋 一 俊

山 口 正 宏

環境技術委員会

杉 本 　 誠

安 田 浩 治

金 山 源 一

〃 豊 嶋 一 俊
〃
〃 安 田 浩 治

〃 高 木 公 哉
西 村 一 史〃 西 村 和 真

増 田 宏 実
竹之内　宏　行

〃 金 山 源 一
〃 小 林 靖 生

安全管理委員会
〃 佐々木　英　二

理 　 事 入 柿 勝 行
〃 奥 村 賢 三

〃 鎌 田 哲 也

石 倉 　 宏
副 会 長 拝 師 知 行
〃 遠 山 　 弘

八 木 啓 之

高 木 公 哉

石 倉 　 尚

中 村 裕 和
井 上 　 豊会 　 長

鎌 田 哲 也
遠 山 　 弘

小田倉　卓　也

山 口 正 宏

人 見 康 裕小 林 靖 生
八 木 啓 之

山 口 正 宏
西 村 和 真

金 山 源 一
広 報 委 員 会

小 田 切 太
石 倉 　 宏

（ ◎委員長 　○副委員長 ）

高 木 公 哉
拝 師 知 行

山 本 行 雄

〃

松 田 和 彦

杉 本 雅 彦

総務委員会

理 事 会

監 事

相 談 役

◎
○

◎
○

◎
○

八 木 啓 之

◎
○

　 　 　 　 事務局長　北 野 邦 彦事 務 局

◎
○
○
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1 ．総務委員会� 委員長　高木　公哉

　本年度より、総務委員長を拝命致しました、高木公哉でございます。
　私事ですが、昨年、一昨年と広報委員長を務めさせて頂き、多くの皆様のご協力の元、無
事に2年間を終える事ができました。この場をおかりしまして簡単ではございますが、感謝
の意とさせて頂きます。ありがとうございました。
　本年度も、総務委員会では会長、副会長をはじめ、各委員長と総会、定例会議などを通し
て、協会の様々な企画運営をさせて頂きます。
　また対外的におきましては、「各行政機関との意見交換会」や「三協会（建設業協会、電
業協会、空調衛生工業協会）の意見交換会」を担当させて頂き少し先の未来も考えながら建
設産業界の成長に寄与したいと考えております。
　本年も当委員会へのご協力よろしくお願い致します。

2 ．広報委員会� 委員長　山口　正宏

　本年度広報委員長を務めさせていただきます山口でございます。
　例年より早く暑い日が続いておりますが皆様におかれましてはご健勝のこととお慶び申し
上げます。ロシアのウクライナ進行が続く中、経済への影響が濃く成りつつあります。また、
新型コロナウイルスが中々終息されずウイズコロナのなか、広報委員会といたしましては
　＊季刊誌「古都」56号・57号発刊
　＊諸官庁との意見交換会（国土交通省近畿地方整備局・京都府・京都市）
　＊当協会ホームページの更新・メンテナンスなど
委員会活動を進めさせていただきます。協会の皆様のご協力よろしくお願いいたします。

3 ．環境技術委員会� 委員長　八木　啓之

　前年度に引き続き本年度も環境技術委員長を務めさせて頂くことになりました。
　昨年は新型コロナウイルス感染症禍の中で、委員会活動がかなり制限されておりましたが、
今年は感染予防対策を講じつつ、会員皆様方の安心・安全の確保に努めて活動して参りたい
と思いますので、ご支援とご協力を宜しくお願い致します。

Ⅳ　各委員長ご挨拶Ⅳ　各委員長ご挨拶
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4 ．安全管理委員会� 委員長　小林　靖生

　この度再度、安全管理委員長に選任されました小林です。
　あらためましてこの大役の責任と重大性を感じ身の引き締まる思いでおります。
　ロシアのウクライナ侵攻が始まり世界の情勢が慌ただしくなりました。またスリランカの
国家破産など、世の中の情勢としてはまだまだ不安な要素ばかりであります。
　しかし石倉会長のもと総務委員会、理事会が一致団結してこの業界を少しでも前進させる
べく努力していきたいと思います。
　コロナ禍で滞っていた安全パトロールを3年ぶりに再開して安全管理を喚起していきたい
と思います。
　また先のセコム安否確認システムをもっと拡張、もっと充実して安心安全を皆様にお届け
したいと思います。
　何かと不手際もありますが当安全委員会の活動に皆様のご協力を何卒賜りたくお願い致し
ます。
　またこれからの一年どうかよろしくお願い申し上げます。

５ ．経営活性化委員会� 委員長　金山　源一

　梅雨のようなはっきりしない気候が続いておりますが、皆々様には益々ご健勝のこととお
慶び申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症も第7波に突入した模様ですが、経営活性化委員会としまして、
基本的な感染対策を徹底し、今年は何としても恒例行事が遂行出来ますように、準備を進め
たいと思っております。
　ウクライナ戦争や安部元首相銃撃事件など国内および世界情勢が不安定でありますが、業
界全体の活性化のため少しでも力になりたいと思っております。
　暑さ厳しき折柄、皆様のご健康をお祈り申し上げましてご挨拶とさせていただきます。　
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Ⅴ　情　　　報Ⅴ　情　　　報
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Ⅵ　話　　　題Ⅵ　話　　　題
コロナ禍の比叡山登山

株式会社　山中
松　田　和　彦

　コロナ禍が始まり、あらゆる行動が制限され、これまでの生活が一変。仕事もプライベートも抑圧され
る日々が続き、ストレスは溜まる一方。何かリフレッシュ出来ることはないだろうかと思案していたところ、
テレビで山登りの番組を拝聴する機会があり、『これだ！』と云う事で一念発起して山登りを始める事にし
ました。
　しかし、体力的には耐久性のスポーツをしてきたこともあり自信があったものの、山登りの経験は皆無、
数十年前、小学生の頃に比良山系の武奈ヶ岳、それと20年ほど前に前職同僚と愛宕山に登ったことがある
程度でした。
　まずはインターネットや書籍で情報を集め、どの山に登るか試行錯誤の末に『比叡山』に登る事にしま
した。
　ご承知の方も多いと思いますが、『比叡山』は標高848m、京都と滋賀にまたがり、天台宗総本山の延暦
寺や日吉・日枝・山王神社の総本山である日吉大社を山内に有する信仰の山、霊峰です。
　実は私は滋賀県側の麓、大津市坂本の出身でありながら、この山に登ったことがなかったと云うのも、『比
叡山』をチョイスした大きな理由です。
　いよいよ登山当日、天気は快晴で登山日和。電車を乗り継ぎ京阪電車・石坂線の終点、坂本比叡山口へ。
　まずは日吉大社へ向かい、登山開始です。まずまずの斜度の山道を“えっちらおっちら”とマイペース
で登ります。
　定期的に休憩を取り、熱中症に気をつけながら水分と糖分を補給しながら登ります。登山前半は眺望も
なく黙々と登りますが、段々と琵琶湖が見えてくると疲れも吹き飛び、なんとも心地良い感覚になります。

　その後、根本中堂などの延暦寺中心部の社寺を通過し、改めて山頂を目指します。最後の登りは、これ
までの疲れもあり“ヘロヘロ”ですが、その分、山頂に到着した喜びはひとしおです。
　山頂では用意していたカップラーメンを食し、そして締めはコーヒーです。普通のカップラーメンですが、
何とも言えない上手さで、コーヒーもインスタントですが、なんとも言えない贅沢な気分になれました。

　いつしか私はこの達成感・満足感ですっかり山のとりこになってしまった様です。
　すでに、この比叡山登山から2年が経過して多くの山に登っています。機会がありましたら、是非、新た
な『山行』をご披露したいところですが、今回はこの辺りで乱筆を置かせていただきたいと思います。

滋賀側から大津市内の景色比叡山登山口／日吉大社

京都側から京都市内の景色比叡山山頂近くから京都市内の景色
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1 ．会員の入退会
【正会員】

入　会
　　　　㈱西脇産業
　　　　　〒619－1151　京都府木津川市加茂町美浪椚5番
　　　　　　　　　　　　TEL:0774－76－7070　FAX:0774－76－5199
　　　　　　　　　　　　代表取締役　北　健之助

　　　　㈱大一設備
　　　　　〒620－0875　京都府福知山市蛇ヶ端2696番地
　　　　　　　　　　　　TEL:0773－22－7517　FAX:0773－22－7520
　　　　　　　　　　　　代表取締役　大槻　一紀

　　　　㈱アイル機電
　　　　　〒611－0031　京都府宇治市広野町小根尾4番2
　　　　　　　　　　　　TEL:0774－48－3300　FAX:0774－48－3900
　　　　　　　　　　　　代表取締役　橋元　博一

【正会員】
退　会

　　　　㈱エノモトウォーターワークス
　　　　日新工業㈱

【賛助会員】
退　会

　　　　日立空調ソリューションズ㈱

２．表彰報告
　山本相談役が建設事業関係功労者等国土交通大臣賞受賞

　（一社）京都府空調衛生工業協会の相談役の山本行雄様が令和4年度建
設事業関係功労者等国土交通大臣賞を授与されました。
　現在、山本様は当協会の相談役を務められ、永年当協会では会長、顧
問などを歴任され、協会役員へのご指導、ご鞭撻、並びに多大なご尽力
と事業運営に携わって来られました。また、京都府建設産業団体連合会
の監事も務められています。
　当協会としても今回の受賞は輝かしいことで、誇らしく感じます。

Ⅶ　会　員　情　報Ⅶ　会　員　情　報
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顔
面
へ
の
密
着

フ
ィ
ル
タ
の
密
度

飛
沫
吸
引
防
止

飛
沫
飛
散
防
止

呼
吸
し
や
す
さ

快
適
さ
/蒸

し
暑
さ

不
織
布
マ
ス
ク

△
◎

○
◎

×
△

布
マ
ス
ク

△
△
～
○

△
○

△
△

ウ
レ
タ
ン
マ
ス
ク

△
△

△
○

△
○

マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド

×
×

×
×

◎
◎

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

×
×

×
△

◎
◎

ネ
ッ
ク
ガ
ー
ド

△
△

△
○

○
○

取
替
え
式
防
じ
ん
マ
ス
ク

◎
◎

◎
◎

×
×

使
い
捨
て
式
防
じ
ん
マ
ス
ク

○
◎

◎
◎

×
△

建
設
現
場
の
管
理
者
、
労
働
者
の
皆
様
へ

建
設

現
場

に
お

け
る

熱
中

症
建

設
現

場
に

お
け

る
熱

中
症
予

防
と

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
予

防
と

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防
止

～
建
設
現
場
に
お
け
る
マ
ス
ク
等
の
正
し
い
選
び
方
、
使
い
方
に
つ
い
て
～

建
設
現
場
で
必
要
な
対
応

混
在
作
業
が
行
わ
れ
る
建
設
現
場
で
は
、
マ
ス
ク
等
の
着
用
も
含
め
、
一
人
ひ
と
り
の
感
染
防
止
に

向
け
た
対
応
が
職
場
全
体
の
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

換
気
の
悪
い
屋
内
空
間
に
お
い
て
複
数

人
で
作

業
を
行

う
場
合

に
は
マ

ス
ク

等
を
着

用
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
単
独
作
業
の
場
合
や
屋
外

で
他
の

作
業
員

と
十
分

な
距
離

（
２
ｍ

以
上
）

が
確
保

で
き

る
場
合
な

ど
で
は

、
熱

中
症
予
防

の
観
点

か
ら

マ
ス
ク
等

を
外
し

た
方

が
よ
い
場

合
も
考

え
ら

れ
ま
す
。

熱
中
症
予
防
に
配
慮
し
た
上
で
、
感
染
防
止
を
図
る
に
は
、
｢マ

ス
ク

等
を
着

用
す
る

場
面

｣、
｢マ

ス
ク
等
の
選
び
方
｣、

｢正
し
い
着
用
方
法
｣を

作
業

員
一
人

ひ
と
り

に
徹
底

す
る
こ

と
が
重

要
で
す
。

作
業
に
応
じ
た
マ
ス
ク
等
の
選
び
方

１ ①
マ

ス
ク

等
の

種
類

と
特

性
マ
ス
ク
等
は
、
飛
沫
の
飛
散
防
止
、
飛
沫
の
吸
入
防
止
の
た
め
に
着
用
す
る
も
の
で
す
が
、
様
々
な

種
類
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
市
販
の
不
織
布
マ
ス
ク
を
は
じ
め
、
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
マ
ス
ク
等

を
建
設
現
場
で
使
用
す
る
こ
と
想
定
し
た
場
合
の
特
性
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
す

（
※
1）
。

②
マ

ス
ク

等
を

着
用

す
べ

き
場

面
建
設
現
場
に
お
け
る
作
業
は
、
単
独
作
業
や
他
の
作
業
員
と
十
分
な
距
離
（
２
ｍ
以
上
）
を
と
っ
て

行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
一
方
、
｢朝

礼
｣や

｢作
業
工
程
の
確
認
｣な

ど
の
ほ
か
、
｢休

憩
・
食
事
｣、

｢工
事

用
エ
レ
ベ
ー
タ
で
の
集
団
で
の
移
動
｣な

ど
、
作
業
員
同
士
が
近
く
に
集
ま
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。

管
理
者
は
、
個
々
の
作
業
が
行
わ
れ
る
状
況
を
踏
ま
え
、

マ
ス

ク
等

を
着
用
す

べ
き
場

面
を

特
定
し
、

作
業
員
一
人
ひ
と
り
に
周
知
し
て
く
だ
さ

い
。

都
道
府
県
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署

（
※
1）

令
和
２
年
度
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
事
業
｢建

設
現
場
で
の
作
業
等
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ク
タ
の
選
定
・
使
用
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
の
開
発
に
関
す
る
調
査
研
究
｣を

も
と
に
作
成
し
た
も
の
。

調
査
研
究
は
一
部
の
製
品
を
対
象
と
し
て
測
定
を
行
っ
た
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
製
品
に
よ
っ
て
は
上
記
の
表
と
は
特
性
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
※
2）

一
定
の
作
業
の
際
は
、
労
働
安
全
衛
生
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

｢◎
：
優
れ
て
い
る
｣､
｢○

：
良
好
｣､
｢△

：
普
通
｣､
「
×
：
や
や
劣
る
｣

（
※
2） （
※
2）

は
い

い
い
え

は
い い
い
え

作
業
中
に
他
の
作
業

員
と
接
近
す
る
こ
と

が
な
い

作
業
中
に

マ
ス
ク
等
の
着
用
が

必
要

作
業
中
に

マ
ス
ク
等
の
着
用
は

不
要

他
の
作
業
員
と
は
会

話
せ
ず
、
接
近
は
短

時
間
で
あ
る

マ
ス

ク
等

着
用

の
｢必

要
｣、

｢不
要

｣は
｢場

面
の

切
替

わ
り

｣
に

よ
っ

て
も

変
化

す
る

こ
と

に
注

意
（
裏
面
の
１
④
参
照
）

マ
ス

ク
等

着
用

の

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

③
作

業
負

荷
と

マ
ス

ク
等

着
用

に
よ
る

熱
中
症

リ
ス
ク

マ
ス
ク
等
の
着
用
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
効
果
や
熱
中
症
発
症
リ
ス
ク
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
定
量
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
研
究

（
※
）

の
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

①
マ
ス
ク
等
の
着
用
に
よ
り
呼
吸
時
の

負
担
感

が
増
加
し
、
飛

沫
飛
散

防
止
等

の
効
果

が
高
い

も
の

で
は
息
苦
し
さ

を
強
く
感
じ
る

②
軽
い
負
荷
の
運
動
で
は
、
マ
ス
ク
等

の
有
無

に
よ
り

深
部
体

温
の
上

昇
に
は

差
が
な

い
③
マ
ス
ク
等
の
内
部
の
「
酸
素
濃
度
の

低
下
」

、
「
二

酸
化
炭

素
濃
度

の
上
昇

」
が
見
ら
れ
た

（
軽
い
負
荷
の
運
動
で
は
血

液
中
の
ガ
ス
濃
度
に
影
響
は
な
い
が
、
高
負
荷
作
業
に
は
注
意
が
必
要
）

現
場
管
理
者
の
役
割

３ ①
計

画
段

階
で

の
検

討
計
画
段
階
か
ら
、
換
気
の
悪
い
室
内
で

の
作

業
や
作
業
員
同
士
が
接
近
す
る
機
会
を
減

ら
す

よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
例
）
朝
礼
の
工
夫
、
作
業
時
間
帯
や
休
憩
時
間
の
分
散
、

マ
ス
ク
を
外
せ
る
休
憩
場
所
の
確
保

等

②
現

場
で

の
ル

ー
ル

化
熱
中
症
予
防
と
感
染
防
止
に
向
け
た

現
場
の

ル
ー
ル
を
定
め
、
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

（
例
）
マ
ス
ク
等
を
着
用
す
べ
き
場
所
の
掲
示
、
休
憩
場
所

の
使
い
方
、
職
場
外
で
の
留
意
事
項

等

④
マ
ス
ク
等
の
選
定
に
当
た
っ
て
の
考
え
方

〇
マ
ス
ク
等
の
選
定
に
当
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
事
項

飛
沫
飛
散
防
止
等
の
効
果
が
高
い
マ
ス
ク
等
を
着
用
し
て
い
て
も
、
作
業
中
の
息
苦
し
さ
を
和
ら

げ
る
た
め
、
顔
と
マ
ス
ク
等
と
の
間
に
隙
間
を
作
っ
た
場
合
に
は
感
染
防
止
効
果
が
低
下
し
ま
す
。

マ
ス
ク
等
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
①
作
業

負
荷
の

ほ
か
、

②
作
業

時
の
人

と
の
距

離
、
③

作
業

場
所
の
状
況
、
④
連
続
作
業
時
間
、
⑤

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

の
取
り

や
す
さ

な
ど
に

も
留
意

し
ま

し
ょ
う
。

〇
マ
ス
ク
等
が
必
要
な
場
面
へ
の
備
え

休
憩
や
昼
食
、
作
業
連
絡
、
車
両
や
エ
レ
ベ
ー
タ
で
の
移
動
な
ど
の
際
に
他
の
作
業
員
と
十
分
な

距
離
が
確
保
で
き
な
い
場
合
に
は
、
マ
ス
ク
等
の
着
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

マ
ス
ク

等
の
着

用
が

不
要
な
作
業
で
あ
っ
て

も
、
「
場
面
の

切
替
わ

り
」
に

備
え
、

マ
ス
ク

等
を

携
帯
し

ま
し
ょ

う
。

マ
ス
ク
等
の
正
し
い
付
け
方
と
効
果

２ 作
業
中
の
息
苦
し
さ
か
ら
｢あ

ご
に
掛
け
る
｣､
｢鼻

を
出
す
｣な

ど
､正

し
い
方
法
で
着
用
し
な
か
っ
た

場
合
、
マ
ス
ク
等
の
感
染
防
止
効
果
が
低
下
し
ま
す
。

マ
ス
ク

等
は
正
し

い
方
法

で
着
用

し
、
息

苦
し

さ
な
ど
を
感
じ
た
場
合
に
は
マ
ス
ク
等
を

外
せ
る

環
境
で

休
憩
を

と
る
よ

う
に
し

ま
し
ょ

う
。

（
※
）
令
和
２
年
度
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
事
業
「
建
設
現
場
で
の
作
業
等
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ク
タ
の
選
定
・
使
用
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
の
開
発
に
関
す
る
調
査
研
究
」

マ
ス
ク
等
を
着
用
し
な
い
、
又
は
飛
沫

飛
散
防

止
効
果

が
低
い

マ
ス
ク

等
を
着

用
し
て
作
業
を
行
っ

た
場
合
、
作
業
対
象
や
工
具
等
に
飛
沫
が
付
着
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

複
数
の

作
業
員

が
共
用

す
る
工
具
等
や
操
作
盤
な
ど
に
つ
い
て
は

接
触
感

染
防
止

の
た
め

、
こ
ま

め
に
消

毒
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
マ

ス
ク

等
の

着
用

状
況

と
接

触
感
染

顔
の
サ
イ
ズ
に
合
っ
た
マ
ス
ク
を
選
び
、

頬
や
あ
ご
と
の
間
に
隙
間
を
つ
く
ら
な
い

「
上
下
」
、
「
裏
表
」
な
ど
、
正
し
い
向

き
で
着
用
す
る

不
織
布
マ
ス
ク
の
場
合
、
ノ
ー
ズ
フ
ィ
ッ

ト
を
鼻
の
形
に
合
わ
せ
て
折
り
曲
げ
、
息

の
漏
れ
を
な
く
す

破
損
し
た
場
合
や
汗
を
吸
っ
て
息
苦
し
さ

を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
新

し
い
も
の
に
交
換
す
る

鼻
や
口
を
し
っ
か
り
と
覆
う
（
息
苦
し
さ

か
ら
「
あ
ご
」
に
掛
け
た
り
「
鼻
」
を
出

し
た
り
し
な
い
）

上上 下下
外外
側側
のの
ププ
リリ
ーー
ツツ
はは
下下
向向
きき

ノノ
ーー
ズズ
フフ
ィィ
ッッ
トト
のの
ああ
るる
方方
がが
上上

大大
きき
すす
ぎぎ
てて

すす
きき
間間
がが

空空
いい
てて
いい
るる
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記
内
容
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
先

京
都
市
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
SD
Gｓ
）を
支
援
し
て
い
ま
す
。

熱
中
症
の
主
な
症
状
と
対
応

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト「
こ
え
か
け
」

❶
太
い
血
管
の
あ
る
脇
の
下
，

❷
両
側
の
首
筋
，

❸
足
の
付
け
根

を
冷
や
す

体
を
冷
や
す
時
の

 ポ
イ
ン
ト
！

こ
ま
め
な
水
分
補
給

エ
ア
コ
ン
を
活
用
し
よ
う

快
適
な
環
境
づ
く
り

健
康
管
理
を
し
っ
か
り
と

○
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給
，塩
分
補
給
も
忘
れ
ず
に
！

○
マ
ス
ク
着
用
時
は
，い
つ
も
以
上
に
意
識
し
て
水
分
補
給
を
す
る

○
熱
中
症
の
約
５
割
は
屋
内
で
発
生
！

○
エ
ア
コ
ン
使
用
中
も
，こ
ま
め
に
換
気
す
る

○
室
温
は
２
８
℃
を
目
安
に
調
整
す
る

○
気
温
や
湿
度
の
高
い
日
は
特
に
注
意
す
る

○
き
ち
ん
と
食
事
し
，適
度
な
運
動
で
暑
さ
に
負
け
な
い
体
を
つ
く
る

○
し
っ
か
り
睡
眠
を
と
り
，体
調
の
悪
い
時
は
，無
理
せ
ず
休
養
す
る

○
毎
朝
な
ど
，定
時
の
体
温
測
定
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
忘
れ
ず
に

こ え か け

□
 意
識
が
な
い

□
 反
応
が
お
か
し
い

□
 自
分
で
水
分
が
と
れ
な
い

□
 水
分
・
塩
分
を
補
給
し
て
も
，

   
  症
状
が
よ
く
な
ら
な
い

た
め
ら
わ
ず
に
１１
９
番
へ
。

   
   
   
   
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
！！

涼
し
い
場
所
で
休
息

衣
類
を
緩
め
て
か
ら
だ
を
冷
や
す

水
分
と
塩
分
補
給

緊
急
時
は
迷
わ
ず
医
療
機
関（
１
１
９
番
）へ

そ
の
１

そ
の
２

そ
の
３

そ
の
４

応
急
手
当
の
４
か
条

軽
　
症

重
　
症

 全
身
の
け
い
れ
ん

 体
が
熱
い

 意
識
が
な
い

手
足
が
し
び
れ
る
,気
分
が
悪
い

め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
が
あ
る

 筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
が
あ
る（
痛
い
）

 頭
が
が
ん
が
ん
す
る（
頭
痛
）

 吐
き
気
が
す
る
・
吐
く

 体
が
だ
る
い（
倦
怠
感
）

救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
！

１１
９
番
へ

医
療
機
関
へ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
と
き
は

   
   
   
   
   
   
   
   
   
  ♯
7
11
9
へ
。

熱
中
症
予
防
の
詳
細
に
つ
い
て
は
裏
面
を
チ
ェ
ッ
ク

熱 中 症 予 防× コ ロ ナ 感 染 防 止

こ え か け で 熱 中 症 を 予 防 し よ う ！

特
に
， 高
齢
者
， 子
ど
も
， 持
病
の
あ
る
方
， 障
害
の
あ
る
方
は
，

熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
十
分
に
注
意
し
， 積
極
的
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

01
こ

ま
め
な

　
水
分
補
給

02
え

ア
コ
ン
を

  
活
用
し
よ
う

03
か

い
て
き
な

 環
境
づ
く
り

04
け

ん
こ
う
管
理
を

  
 し
っ
か
り
と
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Ⅷ　編　集　後　記Ⅷ　編　集　後　記

古都第56号発刊にあたり、ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。

広報副委員長として、初めて発刊に関わらせていただきました。委員会配属より

発刊までの時間があまりとれなかったこともありましたが、協会の広報に役立つ内

容としてどうあるべきか、今後考えていかなければと切に思いました。

建設業界に限らず、ここ数年さまざまな事が変わった、変わっていかなければな

らない事案が多かったと思います。先人の作り上げた良いものとこれからの時代を

担うものの新しい発想を上手く融合させることが大事であると思いますが、それが

一個人・一企業ではなかなか出来ない。そのために業界の繋がりが不可欠であると

考えます。「京都府空調衛生工業協会」もその一つです。

広報委員会としましては、今後も皆様に役立つ情報を発信してまいりますので、

ぜひこの広報誌をご活用いただき、協会および空調衛生業界のアピールを宜しく

お願いいたします。次号は、2023年1月に発行予定です。

（広報副委員長　西村　和真）
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三和管工株式会社
代表取締役　�石　倉　　　宏
〒６０４－８８１２
京都市中京区壬生相合町７１番地
TEL� ０７５－８１１－８２４６
FAX� ０７５－８０１－７６９６

株式会社入柿水道
代表取締役　�入　柿　勝　行
〒６２６－００33
京都府宮津市字宮村１０４５－１
TEL� ０７７２－２２－3８０９
FAX� ０７７２－２２－７１１８

有限会社ミヅケン
代表取締役　�奥　村　賢　三
〒６１５－０８５４
京都市右京区西京極堤外町１番地の７
TEL� ０７５－3２２－２１２１
FAX� ０７５－3２２－２１１８

三建設備工業株式会社
京滋営業所　所長　�小　田　切　太
〒６００－８４９２
京都市下京区四条通新町東入月鉾町６２番地
TEL� ０７５－２3１－１3５０
FAX� ０７５－２3１－１3６５

有限会社ジーエム工業
代表取締役　�田　村　祥　榮
〒６１１－００４3
京都府宇治市伊勢田町中ノ荒６０－１3
TEL� ０７７４－４４－５６８６
FAX� ０７７４－４４－５６８６

三機工業株式会社
京都支店　支店長　�鎌　田　哲　也
〒６００－８００８
京都市下京区四条通烏丸東入ル長刀鉾町８（京都三井ビル）
TEL� ０７５－２２１－3６3５
FAX� ０７５－２１１－５８２９

株式会社ウォーターライン
代表取締役　�小　林　靖　生
〒６０１－８４3８
京都市南区西九条東比永城町１０８－４
TEL� ０７５－６７２－４８3５
FAX� ０７５－６７２－3８５８

株式会社山本管工業
代表取締役　�山　本　行　雄
〒６００－８４４７
京都市下京区新町通松原上ル御影町４６２－２
TEL� ０７５－3５１－１０９２
FAX� ０７５－3５１－１７０４

株式会社高木設備
代表取締役　�高　木　公　哉
〒６２２－０33１
京都府船井郡京丹波町中台イヤ谷１番地１
TEL� ０７７１－８６－０２４3
FAX� ０７７１－８６－０８７７

影近設備工業株式会社
代表取締役社長　�影　近　義　之
〒６０６－８２６７
京都市左京区北白川西町８3
TEL� ０７５－７６１－８１９１
FAX� ０７５－７５２－１７９４

株式会社トヨシマ
代表取締役　�豊　嶋　一　俊
〒６１０－１１２3
京都市西京区大原野上里南ノ町１７５
TEL� ０７５－33１－１２１０
FAX� ０７５－33２－６０８７

西村工業株式会社
代表取締役　�西　村　和　真
〒６０3－８０７２
京都市北区上賀茂竹ヶ鼻町６
TEL� ０７５－７２１－１０２７
FAX� ０７５－７２２－８４２８

株式会社　大　　同
代表取締役　�拝　師　知　行
〒６１５－０００７
京都市右京区西院上花田町２3－２
TEL� ０７５－3１１－７１０８
FAX� ０７５－3１４－０８９６

春日設備工業株式会社
代表取締役　�八　木　啓　之
〒６０１－８４１４
京都市南区西九条蔵王町3８番地
TEL� ０７５－６７１－５3７７
FAX� ０７５－６７１－５５８４

株式会社安田管工
代表取締役　�安　田　浩　治
〒６０６－８２１１
京都市左京区田中西大久保町１４－１５
TEL� ０７５－７０２－２７２７
FAX� ０７５－７０２－２９００

株式会社　彩　　光
代表取締役　�山　口　正　宏
〒６１１－００４3
京都府宇治市伊勢田町新中ノ荒3８番地の８
TEL� ０７７４－４４－５６3０
FAX� ０７７４－４４－５６3１

� 2022年

　　　暑中お見舞い申し上げます
� 順不同
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㈱北斗プリント社

京都生協

至
高
野

至
洛
北
高
校
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一般社団法人　京都府空調衛生工業協会

56

会 報 「古 都」
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発 行 人 石 倉 宏
一般社団法人京都府空調衛生工業協会
京都市左京区岡崎円勝寺町 1―11
（京都水道会館内 2Ｆ）
TEL 075－708－5191
FAX 075－708－6817

印 刷 株式会社 北斗プリント社
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